
令和８年 熊本地震について 

 

 

令和８年 熊本におきまして、被災された皆様に心よりお見舞い申し上げます。 

いまだ余震が続いており、被害の全容が判明しておりません。 

ライフラインの寸断もあり、多くの方々が不便な環境下での生活を余儀なくされていること

と推察いたします。 

一日も早く落ち着いた時間を取り戻されることを心よりお祈り申し上げます。 

 

鹿児島県介護福祉士会では、県内の関係団体及び日本介護福祉士会と連携を図り、情報収集

に努めています。 

報道等によれば、避難所が開設されており避難されている方が多数いることが報告されてい

ます。 

現在は、人命救助、ライフラインの復旧などが最優先で展開されており、災害派遣ボランテ

ィアについては現状のところ要請がありません。 

ですが、今後ボランティアの需要は見込まれることが想定されます。その際は、会員の皆様

へボランティアのご協力をお願いしなければなりませんので、ご協力のほどお願い申し上げま

す。 

現状、ボランティアの要請がないこと、主要道路の破損による安全性の担保、人命救助等の

障害になることなども考慮し、被災地への個人による現地活動はお控えください。 

ボランティアのご協力が必要になる際には、本会より改めてご案内させていただきます。 

ご理解ご協力のほどお願い申し上げます。 
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